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新庄最上定住自立圏の形成に関する 

協定の一部を変更する協定書 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年３月２２日 

 

新庄市 大蔵村 

 



新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定書  

 

 新庄市（以下「甲」という。）と大蔵村（以下「乙」という。）は、平成２７

年６月２５日に締結した新庄最上定住自立圏の形成に関する協定について、その

一部を変更する協定を次のとおり締結する。  

 

 別表第１の４に次の２号を加える。  

 （３）６次産業化の推進 

取組の内容 圏域内の農産物を活用した商品の開発、ＰＲ及び販売促進に取り組む体

制を整備するため、６次産業化に関する情報の交換を行うとともに推進

体制の整備に関する調査及び検討を行う。 

甲の役割 乙と共同して検討会、勉強会等を企画し、及び開催するとともに、６次

産業化に関する情報収集を行い、乙との共有化を図る。 

乙の役割 甲と共同して検討会、勉強会等を企画し、及び開催するとともに、６次

産業化に関する情報収集を行い、甲との共有化を図る。 

 

 （４）特産品を活用した「食」による地域活性化 

取組の内容 圏域内の地場産品の消費を拡大するため、地産地消の取組及び当該産品

の圏域外への販売を促進する。 

甲の役割 乙と連携し、圏域内生産者との連携強化、地産地消の情報発信及び地場

産品販売の取組を推進する。 

乙の役割 甲と連携し、圏域内生産者との連携強化、地産地消の情報発信及び地場

産品販売の取組を推進する。 

 

 別表第２中２を３とし、１を２とし、２の前に次のように加える。 

１ 地域公共交通 

 （１）コミュニティバス等の運行 

取組の内容 地域内外の往来を活発化し、圏域内住民の日常生活圏の拡大及び利便性

の向上を図るため、地域公共交通サービスの提供及びその拡充に向けた

取り組みを推進する。 

甲の役割 甲及び乙の区域を結ぶコミュニティバス等の運行に配慮するとともに、

住民への情報提供を行い、利用を促進する。 

乙の役割 甲及び乙の区域を結ぶコミュニティバス等の運行について、甲と連携し

て実施する。 

 



  この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自

その１通を保有する。  

 

 

  平成２８年３月２２日  

 

 

甲 新庄市沖の町１０番３７号  

   

                  新庄市長  山  尾  順  紀  

 

 

乙 最上郡大蔵村大字清水２５２８番地  

   

                  大蔵村長  加  藤  正  美  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


